
自転車指導啓発重点路線（氷見警察署）　
 ■自転車関連人身事故等発生地点（Ｈ２９～Ｒ３）

　　人身

　　自転車事故多発場所

　　　発生地点は、自転車が第一当事者又は第二当事者の人身事故を計上した。

人身事故分析
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例

対歩行者

過去５年（Ｈ２９～Ｒ３）の氷見署管内の人身事故

路線名 国道４１５号線
区 間 鞍川（横羽毛）交差点～柳田交差点
距 離 ４,６００ｍ（概数）
選定理由 鞍川（交差点）から市民会館前交差点までの区間は、総合病院、市役所、

商業施設等があり、高齢自転車の往来が多い。また、市民会館前交差点

から柳田交差点の区間は、道幅が狭く、死亡事故も発生しており危険。

鞍川交差点～駅口交差点

駅口交差点～柳田交差点
中央町交差点周辺

・高齢ドライバーが十字路右折時に、
前方から進行する高齢自転車と衝突
・朝、中学生自転車の横断事故あり

中の橋周辺
・高齢ドライバーが十字路で一時停止する際に、
ブレーキとアクセルを踏み間違え、歩道の高齢
自転車と衝突あり

・交差点右折時に対向直進した高齢自転車と衝突あり

氷見駅口交差点周辺
・日中の高齢自転車の単独（転倒）事故あり
・夕方、高齢ドライバーがT字路交差点左折中に、
右方からの高齢自転車と衝突あり

柳田交差点周辺
・高齢自転車の転倒事故あり
・中学生自転車の横断事故あり
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